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墓
・
塚
編
〜
四
二
巻

　

指
定
の
史
跡
と
し
て
前
回
は
古
墳

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

お
墓
と
塚
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

ま
ず
お
墓
で
は
、
三
好
長な
が

慶よ
し

・
義よ
し

継つ
ぐ

墓ぼ

（
市
指
定
）と
木
村
重
成
墓ぼ

（
府

指
定
）が
あ
り
ま
す
。
三
好
長
慶
は
、

足
利
将
軍
を
京
都
か
ら
追
放
し
て
、

畿き

内な
い

を
統
一
し
、
四
国
東
部
を
支
配

し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
の
副
王
」
と

呼
ば
れ
た
戦
国
武

将
で
す
。し
か
し
、

永
禄
七
年
（
１
５

６
４
年
）
に
病
没

し
、
甥
の
義
継
が

そ
の
跡
を
継
ぎ
ま

し
た
が
、
天
正
元
年（
１
５
７
３
年
）

に
織
田
信
長
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
三

好
家
は
断
絶
し
ま
し
た
。
北
亀
井
町

に
あ
る
真し
ん

観か
ん

寺じ

の
境
内
に
は
、
二
人

の
戒
名（
法
名
）と
没
年
月
日
が
刻
ま

れ
た
二
基
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

木
村
重
成
は
、
元
和
元
年（
１
６
１

５
年
）の
大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
方
と
し

て
戦
っ
た
武
将
で
す
。
大
坂
城
か
ら

若
江
に
進
軍
し
ま
し
た
が
、
徳
川
方

の
井
伊
軍
に
攻
め
ら
れ
て
戦
死
し
ま

し
た
。
幸
町
６
丁
目
公
園
内
に
あ
る

墓
は
、
重
成
の
百
五
十
回
忌（
１
７
６

４
年
）に
、
首
を
と
っ
た
安
藤
長ち
ょ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

の
子
孫
が
建
て
た
も
の
で
す
。

　

次
に
塚
で
は
、
京
都
と
高
野
山
を

結
ぶ
東
高
野
街
道（
国
道
旧
１
７
０

号
）沿
い
に
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら

れ
た
垣
内
村
一
里
塚（
東
塚
・
西
塚
跡
）

［
市
指
定
］が
あ
り
ま
す
。
塚
は
街
道

に
一
里（
約
４
㎞
）ご
と
に
整
備
さ
れ

た
一
里
塚
で
、
二
基
一
対
と
な
っ
て

い
ま
す
。
東
塚
は
、
高
さ
約
１
ｍ
の

塚
の
上
に
松
が
１
本
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
元
で
は
「
一
里
松
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
現
在
も
小こ

字あ
ざ

名め
い

と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。
西
塚
跡
に
は
、

文
化
七
年
（
１
８
１
０
年
）の
銘
を

持
つ
法ほ
っ

華け

塔と
う

が
建
っ
て
い
ま
す
。
正

保
元
年（
１
６
４
４
年
）に
製
作
さ
れ

た『
河か
わ

内ち
の

国く
に

絵え

図ず

』に
は
、
東
高
野
街

道
に
11
カ
所
の
一
里
塚
が
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
残
っ
て
い
る
の
は
垣
内

村
一
里
塚
と
富
田
林
市
の
東
高
野
街

道
錦に
し

織ご
お
り

一
里
塚
（
府
指
定
）
だ
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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▲三好長慶・義継の墓


